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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、航空宇宙機を想定した複合材構造の損傷許容設計実現のため、光ファイバセンサを用

いた弾性波計測による監視システムと分布ひずみ監視システムを組み合わせて、精度が高く信頼性

のある監視システムの構築を目指すものである。研究実績を有する細径 FBG センサによる損傷検

出精度の向上を図るとともに、分布型光ファイバセンサ計測技術であるパルス・プリポンプ式

BOTDA においても反射スペクトル分布を考慮した衝撃損傷領域の定量化を行うなど、当初の研究

目的に沿って地道に研究が進展していると評価する。また、これらの成果等は国際会議での多くの

招待講演や原著論文だけでなく、3 篇の一般雑誌による発表として積極的に発信されていることも

評価できる。 
 基礎・基盤研究との位置づけではあるが、今後航空機複合材構造の監視システムの実用化に向け

て、より複雑な部材を対象とした計測技術への展開が求められる。そのためには光ファイバの供試

体からの取り出し処理技術等各要素技術を確立し、航空機スキン/ストリンガ構造縮尺モデル等を

用いた成果を期待する。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果   平成 21 年度の研究進捗状況と比較して、この研究の大きな目的であった損傷プロセス

の観察と定式化・弾性波計測による監視システム・分布ひずみによる監視システムの開発

は極めて順調に行われている。その結果、計 31 編の研究論文、23 件の国際学会基調・招

待講演及び 1 件の研究者受賞を果たし、世界をリードした十分な研究成果であったとい

える。 
この学術的独創性及び工学的有用性の高い「埋込み光ファイバセンサ利用スマート複合

材構造」の研究開発をこれまで以上に発展させ、使用時におけるモニタリングの高精度化

のみならず、当初目的の一つであった成形・補修時におけるモニタリングの適用について

も大いに期待する。 
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